
- 1 - 

指数先物・指数オプション取引の契約締結前交付書面 新旧対照表（2023 年 11 月 6 日） 
(下線部分変更箇所) 

新 旧 
P1 
証拠金について 
・指数先物取引、指数オプション取引(売建て)を行

うにあたっては、別紙｢SBI 証券の指数先物･指数
オプション取引について｣に記載の証拠金(後段
３．(1)に記載の現金不足額を除き、有価証券（以
下、「代用有価証券」といいます。）により代用す
ることが可能です。)を担保として差し入れ又は預
託していただきます。 

・証拠金の額は、先物･オプション取引全体の建玉か
ら生ずるリスクに応じて VaR 方式により計算さ
れますので、指数先物･指数オプション取引の額の
証拠金の額に対する比率は、常に一定ではありま
せん。 

※ VaR 方式とは、Value at Risk 方式の略であり、
特定のポジションを一定期間保有すると仮定した
場合において、将来の価格変動により一定の確率
の範囲内で予想される損失をカバーする額を計算
する方法です。 

 
P2 
指数先物取引のリスクについて 
 指数先物の価格は、対象とする指数の変動等によ
り上下しますので、これにより損失が発生すること
があります。また、指数先物取引は、少額の証拠金
で当該証拠金の額を上回る取引を行うことができる
ことから、時として多額の損失が発生する可能性を
有しています。したがって、指数先物取引の開始に
あたっては､下記の内容を十分に把握する必要があ
ります。 

（略） 
・指数先物取引の相場の変動や代用有価証券の値下

がりにより不足額が発生したときは、証拠金の追
加差入れ又は追加預託が必要となります。 

※ 大阪取引所において、同一の先物・オプション
口座で指数先物取引以外の先物取引又はオプショ
ン取引（指数オプション取引、有価証券オプショ
ン取引、商品先物・オプション取引、国債先物・
オプション取引及び金利先物取引）を取引する場
合、当該先物・オプション取引口座内での取引の
証拠金は一体として計算・管理されるため、指数
先物取引以外の取引において相場の変動により証
拠金が不足し、証拠金の追加差入れ又は追加預託
が必要になる場合があります。 

（略） 
 
P3 
＜指数オプションの売方特有のリスク＞ 

（略） 
・売方は、指数オプション取引が成立したときは、

証拠金を差し入れ又は預託しなければなりませ
ん。その後、相場の変動や代用有価証券の値下が
りにより不足額が発生した場合には、証拠金の追
加差入れ又は追加預託が必要となります。 

※ 大阪取引所において、同一の先物・オプション
口座で指数オプション取引以外の先物取引又はオ
プション取引（指数先物取引、有価証券オプショ
ン取引、商品先物・オプション取引、国債先物・
オプション取引及び金利先物取引）を取引する場

 
証拠金について 
・指数先物取引、指数オプション取引(売建て)を行

うにあたっては、別紙｢SBI 証券の指数先物･指数
オプション取引について｣に記載の証拠金(後段
３．(1)に記載の現金不足額を除き、有価証券（以
下、「代用有価証券」といいます。）により代用す
ることが可能です。)を担保として差し入れ又は預
託していただきます。 

・証拠金の額は、ＳＰＡＮ®により、先物･オプショ
ン取引全体の建玉から生ずるリスクに応じて計算
されますので、指数先物･指数オプション取引の額
の証拠金の額に対する比率は、常に一定ではあり
ません。 

※  ＳＰＡＮ®とは、Ｃhicago Ｍercantile Ｅ
xchange が開発した証拠金計算方法で、Ｔhe 
Standard Portfolio Analysis of Risk の略です。
先物･オプション取引全体の建玉から生ずるリス
クに応じて証拠金額が計算されます。 

 
 
指数先物取引のリスクについて 
 指数先物の価格は、対象とする指数の変動等によ
り上下しますので、これにより損失が発生すること
があります。また、指数先物取引は、少額の証拠金
で当該証拠金の額を上回る取引を行うことができる
ことから、時として多額の損失が発生する可能性を
有しています。したがって、指数先物取引の開始に
あたっては､下記の内容を十分に把握する必要があ
ります。 

（略） 
・指数先物取引の相場の変動や代用有価証券の値下

がりにより不足額が発生したときは、証拠金の追
加差入れ又は追加預託が必要となります。 

※ 大阪取引所において、同一の先物・オプション
口座で指数先物取引以外の先物取引又はオプショ
ン取引（指数オプション取引、有価証券オプショ
ン取引、商品先物・オプション取引及び国債先物・
オプション取引）を取引する場合、当該先物・オ
プション取引口座内での取引の証拠金は一体とし
て計算・管理されるため、指数先物取引以外の取
引において相場の変動により証拠金が不足し、証
拠金の追加差入れ又は追加預託が必要になる場合
があります。 

（略） 
 
 
＜指数オプションの売方特有のリスク＞ 

（略） 
・売方は、指数オプション取引が成立したときは、

証拠金を差し入れ又は預託しなければなりませ
ん。その後、相場の変動や代用有価証券の値下が
りにより不足額が発生した場合には、証拠金の追
加差入れ又は追加預託が必要となります。 

※ 大阪取引所において、同一の先物・オプション
口座で指数オプション取引以外の先物取引又はオ
プション取引（指数先物取引、有価証券オプショ
ン取引、商品先物・オプション取引及び国債先物・
オプション取引）を取引する場合、当該先物・オ
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合、当該先物・オプション取引口座内での取引の
証拠金は一体として計算・管理されるため、指数
先物オプション取引以外の取引において相場の変
動により証拠金が不足し、証拠金の追加差入れ又
は追加預託が必要になる場合があります。 

（略） 
 
P9 
３．証拠金について 
(1) 証拠金の差入れ又は預託 

（略） 
ａ 証拠金所要額 

 同じ先物･オプション取引口座で取引を行って
いる先物･オプション取引について、次の①から
②を差し引き、③を加えて得た額となります。 
●先物･オプション取引とは、国債先物取引、国
債先物オプション取引、金利先物取引、指数先物
取引、指数オプション取引、有価証券オプション
取引、商品先物取引および商品先物オプション取
引をいいます。 
① 想定損失相当額 
 想定損失相当額は、先物･オプション取引の建
玉を一定期間保有すると仮定した場合において
将来の価格変動により一定の確率の範囲内で予
想される損失をカバーする金額として清算機関
が計算する額です。 

（略） 
 
P15 
当社の概要 

（略） 
資本金 54,323,146,301 円(2023 年 9 月 29
日現在) 
 
 
P17 

別紙 
SBI 証券の指数先物･指数オプション取引について 

（略） 
(1)証拠金額 

先物･オプション取引の建玉について、VaR 方式
により計算した証拠金額です。過去５年(1250
日)におけるヒストリカルシナリオ(過去の値動
き)から計算される、相場の上げ下げ等によりポー
トフォリオ全体で損失となる可能性のある金額
です。 
VaR 方式とは、Value At Risk の略称で、以下
の特徴があります。 
①過去５年(1250 日)におけるヒストリカルシナ

リオ(過去の値動き)から計算されるポートフォ
リオの想定損失を 99%カバーできる水準を証
拠金としている  

②参照期間(過去 5 年：1250 日)におけるヒスト
リカルシナリオに加え、過去の大変動(ストレス
シナリオ)も考慮している 

③先物 1 枚のポジションでも、日次で証拠金が変
動する、売りと買いとで証拠金が異なる、限月
ごとに証拠金が異なる、などの特徴がある 

なお、VaR 方式についての詳細は、日本証券クリ
ア リ ン グ 機 構 の ホ ー ム ペ ー ジ
(https://www.jpx.co.jp/jscc/)でも紹介されて
おりますので、ご参照ください。 

 

プション取引口座内での取引の証拠金は一体とし
て計算・管理されるため、指数先物オプション取
引以外の取引において相場の変動により証拠金が
不足し、証拠金の追加差入れ又は追加預託が必要
になる場合があります。 

（略） 
 
 
３．証拠金について 
(1) 証拠金の差入れ又は預託 

（略） 
ａ 証拠金所要額 

 同じ先物･オプション取引口座で取引を行って
いる先物･オプション取引について、次の①から
②を差し引き、③を加えて得た額となります。 
●先物･オプション取引とは、国債先物取引、国
債先物オプション取引、金利先物取引、指数先物
取引、指数オプション取引、有価証券オプション
取引、商品先物取引および商品先物オプション取
引をいいます。 
① ＳＰＡＮ証拠金額 
 ＳＰＡＮ証拠金額は、先物･オプション取引の
建玉について、ＳＰＡＮ®により計算した証拠金
額です。 

（略） 
 
 
 
 
当社の概要 

（略） 
資本金 48,323,132,501 円(2023 年 3 月 31
日現在) 
 
 
 

別紙 
SBI 証券の指数先物･指数オプション取引について 

（略） 
(1) SPAN 証拠金額 

先物･オプション取引の建玉について、SPAN®に
より計算した証拠金額です。理論上相殺できる損
失額を差し引いて、相場の上げ下げ等によりポー
トフォリオ全体で損失となる可能性のある金額
です。 
 
SPAN®とは、シカゴ･マーカンタイル取引所
(CME)が 1988 年に開発したリスクベースの証
拠金計算方法、およびシステムのことで、
Standard Portfolio Analysis of Risk の略称で
す。ポートフォリオ(先物･オプション取引口座)
から生じるリスクに応じて証拠金を計算するた
め、 
①限月間ポジションのリスク相殺 
②先物とオプションのリスク相殺 
③異なる商品間のリスク相殺  
が可能となります。 

 
なお、SPAN 証拠金額の計算についての詳細は、
日本証券クリアリング機構のホームページ
(https://www.jpx.co.jp/jscc/)でも紹介されて
おりますので、ご参照ください。 
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(2)当社証拠金  
当社証拠金は、建玉、および発注済の注文分(以下
｢発注済の注文等｣といいます。) を加味した、ま
たは建玉のみ分(以下｢建玉のみ｣といいます。) の
(1)の証拠金額に対し、100％（掛目）を乗じた
当社独自の証拠金をいいます。 
※証拠金に対する掛目は、指数・有価証券価格の
変動状況などを考慮の上、与信管理の観点から、
当社の独自の判断により一律、又はお客様ごとに
変更することがあります。また、HYPER 先物コ
ース選択時は、原則として証拠金に対し、100％
を下回る掛目の設定が可能です。 

 
(4)必要委託証拠金 

当社証拠金（発注済の注文等を加味した証拠金×
100％）から当社 Net Option Value を差し引
いた額。ただし、取引所の規制等又は当社の独自
の判断によって変更されることがあります(※)。 
当社の定める証拠金所要額は、取引所の定める証
拠金所要額(本書面本文｢３．証拠金について｣参
照)に、発注済の注文等、および当日約定された取
引を考慮して算出された額となります。 
なお、必要委託証拠金については、ウェブサイト
上の必要委託証拠金として表示しており、当日の
注文を反映して随時変更されます。 
算式で表示すると次のようになります。(当社証拠
金（発注済の注文等を加味した証拠金×100％）
―当社 Net Option Value)(ただし、当社証拠金
（発注済の注文等を加味した証拠金）、および当
社 Net Option Value は、発注･約定ごとに再計
算されます。) (※) 
 

 ※証拠金に対する掛目は、取引所の規制や指数の
変動状況などを考慮の上、与信管理の観点から、
当社の独自の判断により一律、又はお客様ごと
に変更することがあります。 

 ※当社独自の判断により、建玉 1 単位あたりの最
低委託証拠金を追加することがあります。 

 ※HYPER 先物コース選択時は、原則として証拠
金に対し、100％を下回る掛目の設定が可能で
す。 

 
(5)維持証拠金 

当社証拠金（建玉のみを加味した証拠金×
100％）から当社 Net Option Value を差し引
いた額。ただし、取引所の規制等又は当社の独自
の判断によって変更されることがあります(※)。 
 
当社の定める証拠金所要額は、取引所の定める証
拠金所要額(本書面本文｢３．証拠金について｣参
照)に、発注済の注文等、および当日約定された取
引を考慮して算出された額となります。 
なお、ウェブサイト上の｢維持証拠金(参考)｣は、
参考値として表示しております。 
算式で表示すると次のようになります。(当社証拠
金（建玉のみを加味した証拠金×100％）―当社
Net Option Value) (ただし、当社証拠金（建
玉のみを加味した証拠金）、および当社 Net 
Option Value は、約定ごとに再計算されます。) 
(※) 

 ※証拠金に対する掛目は、取引所の規制や指数の
変動状況などを考慮の上、与信管理の観点から、
当社の独自の判断により一律、又はお客様ごと

(2)当社 SPAN 証拠金  
当社 SPAN 証拠金は、建玉、および発注済の注
文分(以下｢発注済の注文等｣といいます。) を加味
した、または建玉のみ分(以下｢建玉のみ｣といいま
す。) の(1)の SPAN 証拠金額に対し、100％（掛
目）を乗じた当社独自の証拠金をいいます。 
※SPAN 証拠金に対する掛目は、指数・有価証券
価格の変動状況などを考慮の上、与信管理の観点
から、当社の独自の判断により一律、又はお客様
ごとに変更することがあります。また、HYPER
先物コース選択時は、原則として SPAN 証拠金
に対し、100％を下回る掛目の設定が可能です。 

 
 (4)必要委託証拠金 

当社 SPAN 証拠金（発注済の注文等を加味した
SPAN 証拠金×100％）から当社 Net Option 
Value を差し引いた額。ただし、取引所の規制等
又は当社の独自の判断によって変更されること
があります(※)。 
当社の定める証拠金所要額は、取引所の定める証
拠金所要額(本書面本文｢３．証拠金について｣参
照)に、発注済の注文等、および当日約定された取
引を考慮して算出された額となります。 
なお、必要委託証拠金については、ウェブサイト
上の必要委託証拠金として表示しており、当日の
注文を反映して随時変更されます。 
算式で表示すると次のようになります。(当社
SPAN証拠金（発注済の注文等を加味したSPAN
証拠金×100％）―当社Net Option Value)(た
だし、当社 SPAN 証拠金（発注済の注文等を加
味した SPAN 証拠金）、および当社 Net Option 
Value は、発注･約定ごとに再計算されます。) (※) 

 ※SPAN 証拠金に対する掛目は、取引所の規制や
指数の変動状況などを考慮の上、与信管理の観
点から、当社の独自の判断により一律、又はお
客様ごとに変更することがあります。 

 ※当社独自の判断により、建玉 1 単位あたりの最
低委託証拠金を追加することがあります。 

 ※HYPER 先物コース選択時は、原則として
SPAN 証拠金に対し、100％を下回る掛目の
設定が可能です。 

 
(5)維持証拠金 

当社 SPAN 証拠金（建玉のみを加味した SPAN 
証拠金×100％）から当社 Net Option Value
を差し引いた額。ただし、取引所の規制等又は当
社の独自の判断によって変更されることがあり
ます(※)。 
当社の定める証拠金所要額は、取引所の定める証
拠金所要額(本書面本文｢３．証拠金について｣参
照)に、発注済の注文等、および当日約定された取
引を考慮して算出された額となります。 
なお、ウェブサイト上の｢維持証拠金(参考)｣は、
参考値として表示しております。 
算式で表示すると次のようになります。(当社
SPAN 証拠金（建玉のみを加味した SPAN 証拠
金×100％）―当社 Net Option Value) (ただ
し、当社 SPAN 証拠金（建玉のみを加味した
SPAN 証拠金）、および当社 Net Option Value
は、約定ごとに再計算されます。) (※) 

 ※SPAN 証拠金に対する掛目は、取引所の規制や
指数の変動状況などを考慮の上、与信管理の観
点から、当社の独自の判断により一律、又はお
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に変更することがあります。 
 ※当社独自の判断により、建玉 1 単位あたりの最

低委託証拠金を追加することがあります。 
 
(15)ロスカット ※HYPER 先物コース選択時 

（略） 
※1 ロスカット判定証拠金とは、受入証拠金（当日

の実現損益、振替金額を加味した預り金）+先物建
玉評価損（マイナス分のみ）の金額を指します。 

※2 ロスカット基準額とは、建玉、および発注済の
注文分を加味した証拠金にロスカット率を掛け合
わせた金額を指します。 

 
P23 
３．取扱銘柄  
先物･オプション取引において当社の取扱う取引は
以下のとおりです。 
・国内株価指数先物（日経 225 先物、ミニ日経 225
先物、日経 225 マイクロ先物、TOPIX 先物、ミニ
TOPIX 先物、JPX 日経インデックス 400 先物、
東証グロース市場 250 指数先物） 

（略） 
 
P25 
５．臨時証拠金 

（略） 
(3)当社は JSCC（株式会社日本証券クリアリング
機構）が必要と認めた場合には、JSCC（株式会社
日本証券クリアリング機構）が取引証拠金所要額を
再計算した額と必要委託証拠金との差額を臨時証拠
金として必要委託証拠金に加えることができること
とします。 

（削除） 
 
 
 
P30 
15．取引コースについて 
(1) 当社では取引コースとして通常コースと

HYPER 先物コースをご用意しており、それぞれ
の特徴は以下のとおりです。また、取引コースは
お客様にて設定の変更が可能ですが、注文発注時、
および建玉保有時は、コースの変更受付はできま
せんので、当該ご注文のお取消、または建玉返済
後等に変更手続きを行っていただけます。 

①通常コース 
（略） 

②HYPER 先物コース 
HYPER 先物とは当社証拠金の掛目を引き下げる
ことで少額の証拠金でお取引いただけるサービ
スです。(ⅰ)「セッション跨ぎなし」もしくは(ⅱ)
「セッション跨ぎあり」のいずれかを選択いただ
けます。 

(ⅰ)「セッション跨ぎなし」 
「セッション跨ぎなし」を選択した場合は、返済
期限を『新規建てを行ったセッション』に限定し
たお取引になります。 

(ⅱ)「セッション跨ぎあり」 
「セッション跨ぎあり」を選択するとプレ・クロ
ージング時点で建玉、および発注済の注文分を加
味した証拠金額に対し、100％（掛目）を乗じた
証拠金が確認された場合、注文取消及び決済は行
われず、翌セッションに注文及び建玉を持ち越す

客様ごとに変更することがあります。 
 ※当社独自の判断により、建玉 1 単位あたりの最

低委託証拠金を追加することがあります。 
 
(15)ロスカット ※HYPER 先物コース選択時 

（略） 
※1 ロスカット判定証拠金とは、受入証拠金（当日

の実現損益、振替金額を加味した預り金）+先物建
玉評価損（マイナス分のみ）の金額を指します。 

※2 ロスカット基準額とは、建玉、および発注済の
注文分を加味した SPAN 証拠金にロスカット率
を掛け合わせた金額を指します。 

 
 
３．取扱銘柄  
先物･オプション取引において当社の取扱う取引は
以下のとおりです。 
・国内株価指数先物（日経 225 先物、ミニ日経 225
先物、日経 225 マイクロ先物、TOPIX 先物、ミニ
TOPIX 先物、JPX 日経インデックス 400 先物、
東証マザーズ指数先物） 

（略） 
 
 
５．臨時証拠金 

（略） 
(3)当社は JSCC（株式会社日本証券クリアリング
機構）が必要と認めた場合には、JSCC（株式会社
日本証券クリアリング機構）が取引証拠金所要額を
再計算した額と必要委託証拠金との差額を臨時証拠
金として必要委託証拠金に加えることができること
とします。 
※「あらかじめ定められた範囲」とは、各先物取引
における中心限月取引のプライス・スキャンレンジ
基準値をさします。 
 
 
15．取引コースについて 
(1) 当社では取引コースとして通常コースと

HYPER 先物コースをご用意しており、それぞれ
の特徴は以下のとおりです。また、取引コースは
お客様にて設定の変更が可能ですが、注文発注時、
および建玉保有時は、コースの変更受付はできま
せんので、当該ご注文のお取消、または建玉返済
後等に変更手続きを行っていただけます。 

①通常コース 
（略） 

②HYPER 先物コース 
HYPER 先物とは当社 SPAN 証拠金の掛目を引
き下げることで少額の証拠金でお取引いただけ
るサービスです。(ⅰ)「セッション跨ぎなし」も
しくは(ⅱ)「セッション跨ぎあり」のいずれかを
選択いただけます。 

(ⅰ)「セッション跨ぎなし」 
「セッション跨ぎなし」を選択した場合は、返済
期限を『新規建てを行ったセッション』に限定し
たお取引になります。 

(ⅱ)「セッション跨ぎあり」 
「セッション跨ぎあり」を選択するとプレ・クロ
ージング時点で建玉、および発注済の注文分を加
味した SPAN 証拠金額に対し、100％（掛目）
を乗じた証拠金が確認された場合、注文取消及び
決済は行われず、翌セッションに注文及び建玉を
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ことができます。反対に当該時点で 100％（掛
目）を乗じた証拠金が確認できなかった場合に
は、後述「(2)HYPER 先物コースについてのご注
意事項」の規定と同様の処理が行われます。 

 
 
P32 
≪指数先物･指数オプション取引手数料表≫  

（略） 

指数先物取引 東証グロース
市場250指数
先物 

（略） 

（略） 
 

(2023 年 11 月) 
 

持ち越すことができます。反対に当該時点で
100％（掛目）を乗じた証拠金が確認できなかっ
た場合には、後述「(2)HYPER 先物コースについ
てのご注意事項」の規定と同様の処理が行われま
す。 

 
 
≪指数先物･指数オプション取引手数料表≫  

（略） 

指数先物取引 東証マザーズ
指数先物 
 

（略） 

（略） 
 

(2023年8月) 

以上 


